
平成２０年第５回（９月）定例会　一般質問通告表
	順
	質　　問　　事　　項
	質 問 者

	１
	１　佐渡から甲子園を目指せ
○　佐渡の一体感はポスト「甲子園」で誕生する
２　事業目的が不可解な市の行動から
⑴　チャレンジ事業の成功例発表会
⑵　「佐渡市･上越市観光･航路連携協議会」フォーラム
⑶　「トイレの戸を開けるのは誰か」第２弾→沢崎のトイレは

３　ガイドヘルパーの設置について

○　身体障がい者への対応はできているか

４　市の医療政策について

⑴　佐渡市総合計画より

⑵　平成20年度施政方針より

⑶　佐渡市地域医療計画より
（場所、規模、連携、医師確保、市民病院の運営他）
	村川四郎

	２
	１　余剰職員の活用策と削減策について
本市誕生時に積み残された課題（宿題）として、行政組織機構の整備がある。10か市町村と一部事務組合の組織と人員を抜本的に整理しえぬまま、寄木細工に屋上屋を重ねたようなゆがんだ組織に有り余る職員を収容している現状である。「合併は最大の行革である」と言われるが、残念ながら本市の場合はその実が得られていない。４年を経過した現在においても対症療法的な行革に止まり、抜本的な回答が出ないのは由々しき事態である
議会としても行財政改革特別委員会を設置して諸課題の批判的検討調査に当たっているが、行政組織機構については行革レベルの改善策では解決不能である。まずなすべきは、異常な骨格をもった肥満体を正常な骨格に組みなおし、病気としての肥満治療を施すこと。そうすれば病的な肥満あるいはメタボリック症候群に対するダイエット策やスリム化策も効果をもとうというものである
⑴　私の所見に異論があるか否か
⑵　現在の組織機構を抜本的に改革する意思があるか

⑶　適正規模から逸脱している職員数＝余剰職員をどのように待遇するか
①　年齢･職能･勤務実績等々の指標を設定して余剰職員の特定化を図れるか
②　正規軍と遊撃隊といった仕分け、主要･重点施策に専従する特務･特命班や限界集落や拠点地域に地域支援班といったものを配置する考えはあるか

③　退職を前提に任意団体やＮＰＯを組織させ、「公の施設」の指定管理や民営の受け皿にする考えはあるか
２　学校統廃合の方法論について
⑴　計画を遅滞無く、できれば速やかにスムーズに遂行する知見と方法論を問う
⑵　学区制を廃止することの是非と弊害の有無
	田中文夫

	２
	⑶　対象校間の前段の取組みとして、本校･分校関係にすることは障EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がい),碍)があるか
⑷　関係者にレディネスをもたせるために、体育やクラブ活動の合同化や運動会･文化祭等の共催を仕掛けることは可能か
	田中文夫

	３
	１　交通問題について
⑴　島内路線バスは補助金で運行されているが、空バスが多く補助金が有効に使われていない。今後の対策を問う

・　両津、相川の福祉バスは考え直す時期と思うが対策を問う
⑵　佐渡～新潟間の空路について
・　旭伸航空の後継会社が決定したとの報道があるがその詳細について説明を求める
⑶　赤泊寺泊航路の利用実績と今後の振興策について
２　新市建設計画に取上げられた合併特例債事業のその後について、残りの期間で何を選択し、どの順番で実施するかを問う
⑴　小･中学校改築
⑵　両津港北埠頭再開発
⑶　総合社会体育施設整備事業
３　支所業務の縮小について
⑴　本年４月から職員をさらに本庁へ吸上げ支所業務を縮小したが、事前に全く説明がなかったのはなぜか

⑵　今後の支所をどのような形にするつもりか
４　指定管理者を指定する公の施設の今後について
○　平成21年３月末で指定期間が終了する施設については公募中のものと、公募が終了し選定委員会が開かれたものがあるが、昨年、再指定をした温泉施設等を含めて、今後、施設の在り方をどうしていくか。また、公募から外された施設もあるが、その理由は何か
	金田淳一

	４
	１　今後の地方財政の動向について

―地方交付税地方再生対策費等にかかわって―
○　「骨太の方針」や今年度新設された地方交付税の「地方再生対策費」等の変化や国の地方財政についての動向をどうみているか　
２　第４期介護保険事業計画策定について
⑴　来年度の第４期介護保険事業計画について、第３期における改善すべき点と反映すべき点

⑵　「介護予防」＝「新予防給付等」で給付抑制の状況等は

⑶　要介護１以下の軽度認定者等に対する生活援助の「訪問介護生活支援」等や高齢者のみ世帯へのサービスの上乗せ等が必要ではないか
３　「地産地消」の取組みについて
⑴　取組みを進めるにあたっての責任部署での「方針」及び「具体的計画」は
⑵　学校給食での「地産地消」及び「食育」の具体的取組みは
①　国仲地区学校給食センターにおける地産地消、食育及び給食等の状況（計画）
②　給食食器について
	中川直美

	４
	４　学校統廃合計画に伴う通学問題について

○　学校統廃合の「通学問題」では、最低限、専用のスクールバス配置が必要ではないか
５　地域審議会と地域づくりについて

⑴　地域審議会における問題点や位置づけは

⑵　地域における重要な事柄について意見等を求めるとともに、地域審議会が自主的に運営され地域の意見が反映されるよう行政として位置づけすべきではないか
⑶　支所や地域拠点の在り方、地域の公共施設の見直しや毎年の生活道路補修等の申請等について地域審議会で協議する必要があるのではないか
	中川直美

	５
	１　政治姿勢について
⑴　政策の起案･決定･実行の問題点について
⑵　政策実行のスピードアップと組織の活性化について
⑶　組織の効率化とパソコン･会議等のムダについて
２　危機的下降線にある地域経済の本市独自の総合対策について
⑴　１次産業の新たな展開について
⑵　Ｕ・Iターン、企業誘致の対策について
⑶　観光及び中小企業対策について
３　遅々として進まぬ行政改革の「大綱」の見直しと取組み方の問題点について
⑴　平成19年度の行革の評価について
⑵　小・中学校統合の必要性と全国学力テストの結果について

⑶　保育園、火葬場、焼却場、指定管理施設の統廃合及び払下げについて

⑷　行革課の権限強化と各課横断的な「課」の新設について
４　佐渡市の医療体制と佐渡病院の建設について
⑴　市立病院と佐渡病院との関係はどのようになるか
⑵　佐渡病院建設にあたって、なぜ県へ支援要望しないか
⑶　医師会と市立病院の関係、休日急患センターの在り方について
⑷　妊産婦健診（歯科を含む）はどのように進んでいるか
	猪股文彦

	６
	１　農業公社の統廃合について

２　合併協議によるゴミ処理手数料の統一について

３　来年度更新予定の指定管理者を指定する公の施設について

４　小・中学校の耐震診断と公表について
	金光英晴

	７
	１　地域興しは、地場産業の育成からと言われているが、市内にどのような地場産業がどれだけあるか。菓子、味噌、醤油、天然塩、豆腐、漬物、魚介類の加工品、海草の加工品、窯業、鍛冶屋等、数多くあるものと思われるが、このうち醤油等は大企業を相手にしたたかに戦っているようである。今、佐渡市に欠けている大きな問題は経営の感性ではないか。どのように考えるか
２　５月の連休及びお盆に魚市場が休みのため、観光客や帰省客に佐渡の新鮮な魚を食べさせられないと言われている。このことについて検討したことはあるか
	浜田正敏

	７
	３　新潟大学の森の保存はどうなっているか。新潟大学の森の中で一番大きな杉の木と、関集落の共有林にある、天野尚氏の写真集に載っていると言われる杉の木の周辺が踏み荒らされていると聞く。枯れてからでは遅い。これらの群生林の保護を市はどのように考えているか
４　相川が元気になることは佐渡観光が元気になることであり、佐渡観光が元気になることは相川が元気になることと考えている。数年前から相川地区の佐渡会館の代替施設が論じられていると聞くが、どのような計画になっているか
	浜田正敏

	８
	１　毎年防災の日を迎えると大地震や波浪被害を思い出す。先般８月31日実施の佐渡市総合防災訓練について反省点と課題を問う

２　20回目を迎えた佐渡トライアスロンに向けて善意の民間ボランティアと行政の取組みについて

３　市街地に残る歴史的遺産を結ぶ散策ルート整備と観光地相川の中心市街地活性化を目指す「まちづくり交付金事業」（８千500万円）の進捗状況について

４　島内出身者や佐渡に関心のある人を佐渡準市民として登録し、積極的に情報を提供する制度やふるさと大使を創設する等、交流居住や定住の促進策として準市民を募集しているが加入者数や進捗状況を問う
	廣瀬　擁

	９
	佐渡の経済は、経験をしたことのないような冷え込んだ状態が続いている。この緊急事態にどのように対処していくのか。美しく環境にやさしい島づくり、トキ放鳥、佐渡金銀山の世界文化遺産登録への前進という佐渡を世界にＰＲできる絶好の機会を得た今、市長に考えを問う
１　佐渡市における不況対策、景気浮揚対策として、日本中から注目されるような佐渡市職員の適正人員と配置及び行政のスピード感と停滞なき対応について
行政組織改編においては、市民サービス水準の維持･向上と行政組織のスリム化という相通じないことを同時に行わなくてはいけない。どのような方針で進めるべきか
⑴　各部、各課別適正人員について
⑵　新たに創出される職員の扱いについて

・　佐渡市経済を導く生産的、建設的事案への人員配置

ｱ)　新産業育成について

企業誘致と佐渡地元産業の振興の両立、職種転換への市助成　　　　　越佐間の光ファイバー幹線の整備について
ｲ)　公益法人の設立について（スポーツ振興、文化振興）

ｳ)　新エネルギーへの対応と佐渡市が取るべき未来への行動について

ｴ)　地域間格差の解消について

⑶　佐渡市所有の土地、施設、車両等の整理について

⑷　小･中学校統合予定に問題点が浮上している点について
２　観光行政について

⑴　観光名所の整備について
・　新潟大学演習林、ドンデン山等トレッキングロードの整備等
	大桃一浩

	９
	⑵　イベント日程の調整について

⑶　職員のボランティア意識の向上について

３　交通網整備について

⑴　新佐渡空港について

離島佐渡と本土側を結ぶ安定的な空路・航路確保の問題はあらゆる産業に波及して影響をおよぼす。2010年に予定されている羽田空港の発着枠拡張を考えても、空路の確保への前進は必要と考えるがその考えを問う
⑵　佐渡航路問題について
佐渡航路については小木直江津航路が一定の結論を示されたがとても完結したとは言えない。佐渡島民にとって、もっとも重要なのは佐渡航路の安定的運営、運行であるがどのような対応を考えているかを問う
⑶　島内交通機関の整備について
島内交通機関の整理、民間事業とのイコール・フッティングを進めなくてはならない。しかし、その過程で広大な面積を持つ佐渡市が中心部と過疎地（限界集落）で同様のサービス基準・水準を保つことが、必ずしも市民サービスの平準化とは言えない。その方針を問う
４　世界文化遺産登録について

今後まもなく、佐渡は世界文化遺産登録への大きな一歩を踏み出すがその前後の対応を問う
	大桃一浩

	10
	１　行財政改革
⑴　本庁･支所の在り方と機能について
⑵　公共施設の見直しについて
⑶　補助金の見直しについて
⑷　窓口サービスアンケートの検証について
２　生涯学習
⑴　佐渡市スポーツ振興計画について

⑵　公民館教室･講座の今後の在り方について
３　介護施設整備
○　今後の計画について
	佐藤　孝

	11
	１　漁業権と海の活用
⑴　佐渡の自然を求め、山野を散策、海に泳ぎ、釣りや魚貝類の採取を楽しみに訪れる観光客、帰省客は多くいる。それらの人たちが自由に楽しめる、漁業権の設定のない海域や地域を旅人に解放している海域があるか
⑵　漁業権設定区域及び第５種共同漁業権設定区域では遊漁者を排除できるか
⑶　漁業権設定区域で遊漁者がヤスで「蛸」を取ることができるか
⑷　漁業者と遊漁者の揉め事をなくすためにどのような方法を講じているか
⑸　ダイバー等が支払っている海面使用料の支払い根拠があるか
⑹　漁業権設定区域で地域を指定し、遊漁者に漁場を開放することはできないか

⑺　共同漁業権に基づかない自由漁業とは免許･許可に基づかない漁業と解してよいか。その場合どのような漁ができるか
	祝　優雄

	11
	⑻　そもそも、海は誰のものか
２　観光と地産地消･環境保全
⑴　観光のキーワード、佐渡のもつ豊かな自然環境をアピールしているにもかかわらず、大佐渡山系を中心に里山が荒廃し、広葉樹の立枯れが目立っている。小佐渡でも確認されており、トキ放鳥に大きな障害になるという関係者もいる。「カシノナガキクイムシ」が原因と言われているが、防除と対策、山の活用策を併せて伺う
⑵　自然の豊かさと新鮮な食材を求めて訪れた観光客から、もてなしに対する不満の声を多く聞く。個々の宿泊施設のサービスに、公が介入する範囲でないことは承知しているが、豊富にある食材を活用しない等、薄っぺらなもてなしを観光客は簡単に見抜いている。対策は
⑶　今年も、佐渡の綺麗な海を求めてきた人たちから、漁業権に阻まれ不愉快だった等、多くの不満の声を聞いた。対策は講じられているか
３　地産地消と学校給食について

⑴　「財団法人　新潟県学校給食会」からの仕入額と、トップ10の品目
⑵　地産食材（生鮮食料品）は佐渡市教育委員会の直接仕入れととらえてよいか。その品目と総額、食材全体に占める割合
⑶　「財団法人　新潟県学校給食会」は、新潟県教育委員会の外郭団体か。教育委員会の組織か。教育委員会とは全く関係のない組織ととらえてよいか
４　佐渡市の医療と福祉計画

⑴　「厚生連佐渡総合病院」を中核として、市立病院と医院が担うすみわけを明確に医療施設整備を進めることが、佐渡市の地域医療の基本姿勢と受け止めてよいか
⑵　市立病院の位置づけがはっきりしていない。厚生連の医療活動をサポートするのが市立病院の使命か。市民病院の使命と運営方針を伺う
⑶　新潟県厚生農業協同組合連合会より、佐渡総合病院移転新築に伴う財政支援要請書が５月21日に提出された。同じ医療行為を行う医院や薬局等の民間事業者が納める税から過大な便宜供与を含む財政支援を行うことについて好ましい姿と考えているか。地元医師会･歯科医師会･薬剤師会など関係者の理解は得られているか

⑷　佐渡市が支援し佐渡総合病院が改築された場合、市民病院の赤字体質は益々悪化するのではないか。改善される根拠はあるか

⑸　佐渡医療圏確立と佐渡総合病院改築支援の中で、佐渡医療圏に対する県の責任と支援内容が明確ではない。県の果さなければならない責任と協議内容を伺う
⑹　佐渡総合病院が改築時に佐渡市に求めている財政支援の額30億円を、市立病院の運営と施設の充実にあてた場合、市民が成就できる安全と安心について対比検討したか

５　佐渡島内の県出先機関

○　県の出先機関、臨時を含む職員数。事業費を含む予算額

６　石油価格高騰対策とバイオ燃料
	祝　優雄

	11
	⑴　石油高騰による対策の一つとして、バイオ燃料の研究が国の政策として進められている。バイオ燃料の原材料として佐渡でも専用米の栽培が行われていると聞くが、米耕作からバイオ燃料が完成するまでに排出されるＣＯ２と燃料として使用する場合のＣＯ２の排出量の対比について伺う
⑵　穀物を原材料とするバイオ燃料事業の推進に疑問を抱く島民が多くいる。また、バイオ燃料事業が、食料品の高騰を招いている現実もあり、事業推進に市民が理解できる説明が必要ではないか
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